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・女性の参加が多いヨガやダンスなど
を男性にも気軽に参加できるように、
男性を対象とした教室を開催し、教室
参加者の拡大を目指します
【数値目標：男性対象教室30回実施】

・「男性ヨガ＆ストレッチ教室(中
央)」「シニア男性ヨガ教室(南部)」
「男性脂肪燃焼・身体つくり教室(長
田)」など、男性を対象とした教室を
多く実施した【男性対象教室41回実
施】

男性が気軽に参加できるよう、これま
でも開催していた男性向けヨガ教室な
どを引き続き開催し、スポーツ実施率
の向上と教室参加者の拡大を目指す
【数値目標：男性対象教室45回実施】

・働き盛り世代に対し、スポーツを通
じた健康づくりの機会を提供するた
め、好評だった夜間スポーツ教室を複
数施設へと拡充していく
【数値目標：新たな夜間教室10回実
施】

・「やさしい女性ヨガ(水曜)教室(南
部)」「男性のためのストレッチ教室
(長田)」など、働き盛りの方が参加し
やすい夜間の時間帯に新たな教室を実
施した【新たな夜間教室14回実施】

働き盛り世代・子育て世代を対象に、
健康づくりの場、特に子育て世代には
コミュニティの場となるよう、夜間だ
けでなく気軽に参加できるような教室
の開催をしていく
【数値目標：12回実施 ※R4実績8回】

・コロナ禍でスポーツに触れる機会が
減った人々に対し、スポーツのすばら
しさ伝え、施設利用者を増加させてい
く【数値目標：4-12月 69.4千人(R3)
以上】

・コロナ禍でスポーツに触れる機会が
減った人々に対し、ニーズにあったプ
ログラムを提供し、施設利用者増加に
努めた【4-12月実績 72.6千人】

・「する」「みる」「支える」のス
ポーツへの様々な関わり方、スポーツ
のすばらしさの伝え、施設利用者を増
加させていく【数値目標：92.5千人
(R4)以上】

・プロスポーツチームによる競技会の
開催協力や、トップアスリートによる
講演会の開催など、質の高い競技ス
ポーツに触れる機会を拡充していく

・ホームタウンチームによる競技会の
開催協力やトップアスリートによる講
演会の開催など、質の高い競技スポー
ツに触れる機会を拡充していく

・北部体育館のふれあいスポーツday
にて、バスケットボールB3リーグ「ベ
ルテックス静岡」のコーチを招き小学
生対象のバスケットボール教室を開催
し、市民に質の高いスポーツに触れる
機会を増やした。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとお
り取り組むことを宣言します。

報告日 2023

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

　静岡市におけるスポーツの普及・振興を図り、市民の健康・体力づくりの推進に関する事業を実施し、持続可能な健康で豊
かな市民生活の実現に寄与する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

静岡市所有の体育館や総合運動場の指定管理による、安全で快適な施設の維持管理をはじめ、年間300を超える各種スポーツ
教室の開催や、加盟スポーツ団体による競技力の向上や普及の支援などを行い、市が目指す「市民一人１スポーツ」を推進す
るためのパートナーの役割を担い、スポーツを行うことが生活習慣の一部となるような「Sport in Life」の社会の実現に取
り組んでいます。

目標に関連する取組内容

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023

・地域コミュニティの空間でもある体
育館等において、老朽化してきた施設
の照明ＬＥＤ化や雨漏り修繕などを市
とともに行い、施設の長寿命化を図っ
ていく

・西ケ谷テニスコートにおいて一部照
明をＬＥＤに更新、またコートの壁面
を塗装修繕を実施。南部体育館では１
階更衣室の雨漏りを改善するための修
繕を実施し、施設の長寿命化を図った

・地域コミュニティの空間でもある体
育館等において、老朽化してきた施設
の照明ＬＥＤ化や雨漏り修繕などを市
とともに行い、施設の長寿命化を図っ
ていく

・新たに設置される博物館を核とした
駿府城公園周辺の賑わい作りに貢献す
るため、自然体験などの新たな教室を
積極的に展開していく

・管理運営している駿府城R&Rリフ
レッシュステーションの事業として、
駿府城公園内で「親子自然体験教室」
や「紅葉de親子アート体験」などを実
施し公園周辺の賑わい作りに貢献した

・駿府城公園を含め、他の公の施設な
どを活用しながら、行政や民間企業と
連携してスポーツや健康に係る新たな
事業を展開していく。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。


